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ご挨拶

まちの ”新たな日常” につながる次への一歩を

Greetings
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　２０１３年にいわき駅前・夜明け市場で立ち上がったタタキアゲジャパンは、今年で１２期目を迎えました。

　１１期目となった２０２２年度は、なかなか終わりの見えないコロナ禍の中でも、少しずつ日常を取り戻してき
た１年でした。私たちタタキアゲジャパンも、地域の感染状況を踏まえながら、少しでも前向きなチャレンジの場
を創出すべく、さまざまな事業にチャレンジしてきました。

　「屋外を、日常に。」をテーマに２０２０年度から取り
組んできたエリア活性化事業「Park+」では、２０２２
年春に改修工事が終わり、リニューアルした大工町公園
で、月１回のマルシェイベントを再開しました。また、
新たな取り組みとして、いわき駅前再開発ビル「LATOV」 
２階に常設店「Park+Floor」をオープン。いわき駅前
の遊休空間を利活用し、新たな楽しみや出会いが生まれ
るワークショップやポップアップショップなどを展開し
ました。これにより、いわき市内を中心としたハンドメ
イド作家の駅前での出店機会や新たなチャレンジの場を
創出することができました。

　さまざまな人のアイデアとつながりにより新しいアク
ションが生まれ、たくさんのアクションから地域はどん
どん魅力的に変わっていきます。今後も、タタキアゲジャ
パンは、新たなチャレンジを始める方の次への一歩を後
押しする存在でありたいと考えています。３年あまり続
いたコロナ禍の大きな転換点を迎え、地域経済の活性化
が期待される２０２３年、浜通りで挑戦を続けるプレイ
ヤーの皆さまの強い味方になれるよう、私たちもこれま
での事業で培ったネットワークと知見を活かし、新たな
挑戦を続けてまいります。

　また、２年ぶりに浜魂を、３年ぶりにいわき若者会議を、それぞれ
リアルで開催することができました。コワーキングスペース
「TATAKIAGE BASE」でのフリーオープンデーも２年ぶりに再開し、
年度末には TATAKIAGE BASE にて会員向けの忘年度会を開催するな
ど、コワーキングスペースを活用した場づくりの取り組みにも徐々に
日常が戻ってきました。久しぶりのリアル開催ともあり、どの会場も
熱気に包まれ、皆さんがそれぞれに交流を深め、つながりを楽しんで
いました。その中で、参加者の会員の方からいただいた「一人ででき
ることには限りがあります。人と力を合わせることで、不可能が可能
になって大きなことができるようになっていきます。これから人との
繋がりを大切にして、いわきを盛り上げていきましょう」というメッ
セージは非常に印象深いものでした。オンラインでの会議やイベント
に慣れてしまった昨今ですが、この１年は、リアルで集まり、話し、
繋がり、応援し合う場の重要性を改めて実感した年でした。
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NPO法人 TATAKIAGE Japan 理事長
一般社団法人 TATAKIAGE Japan 代表理事
  小野寺 孝晃
   Takaaki Onodera

コーディネート

タタキアゲメンバー

事業領域

NPO法人 TATAKIAGE Japan 理事
  小山 いずみ
   Izumi Koyama

NPO法人 TATAKIAGE Japan 広報
一般社団法人 TATAKIAGE Japan 広報
  菊池 裕美子
   Yumiko Kikuchi

NPO法人 TATAKIAGE Japan 理事
一般社団法人 TATAKIAGE Japan 理事
  松本 丈
   Takeshi Matsumoto

NPO法人 TATAKIAGE Japan 理事
  湯淺 瑞樹
   Mizki Yuasa

プレーヤーの
育　成

地元企業の
発　展

潜在プレーヤーの
発　掘

プロ人材コーディネート
地域実践型インターンシップ

いわきチャレンジライフ

場づくり

Business Field

Members

“公共的” 遊休空間の利活用事業「パークプラス」

NPO法人 TATAKIAGE Japan 理事
  鈴木 賢治
　Kenji Suzuki

エリア活性化

ミッション
ビジョン

MISSION / VISION

タタキアゲジャパンは、
地域にグッドインパクトを
与えるプレイヤーと共に、
まちを育て、福島県浜通りから
日本を変えていきます。

いわき若者会議

浜魂
講演会 /勉強会 コワーキングスペース運営

TATAKIAGE BASE フリーオープンデー
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プロジェクト Projects : Area activation

Park+ / パークプラス
　２０２０年１０月にスタートしたエリア活性化事業「Park+（パークプラス）」。まちなかの公園や公共施設など
の遊休空間を利活用することによる「新しいまちの日常の創出」と新規に飲食や物販をスタートされる事業者の「創
業支援・事業支援」を目的として運営しています。

　２０２２年度は、平中央公園、大工町公園、いわき駅南口駅前広場の３ヶ所で「屋外を、日常に。」をテーマと
した「Park+」を開催しました。２０２２年春に改修工事が終わり、リニューアルした大工町公園では、５月から
１２月の８ヶ月間にわたり、月一回のマルシェイベントを再開しました。いわき街なかコンサートやいわき七夕
まつり、いわき青年会議所によるイルミエールいわきなど他イベントとの連携にも取り組みました。平中央公園
では、平日を中心にキッチンカー出店をコーディネートしました。また、週末の夜という新たな時間帯での出店
にもチャレンジし、出店者やお客様から好評を得ました。

　また、これまでの知見を活かした新たな取り組みとして、２０２２年６月にいわき駅前再開発ビル「LATOV」 
２階に常設店「Park+Floor」をオープン。いわき駅前の遊休空間を利活用し、新たな楽しみや出会いが生ま
れるワークショップやポップアップショップなどを展開しました。２０２３年３月までの１０ヶ月間にわたり、
いわき市内を中心に活動するハンドメイド作家の駅前での出店機会や新たなチャレンジの場を創出することがで
きました。

　また、レンタルキッチンカー「Park+Diner」は、キッチンカーでの移動販売の新規創業や業態拡大を検討
される６件の事業者様に利用いただきました。それぞれ、イベント出店によるマーケティングリサーチや新たな
顧客獲得の場としてご活用いただきました。

　２０２３年度は、これまで培ってきたネットワークや知見を活用し、新たな業態でのプロジェクトを展開する予
定です。

エリア活性化

■ Park+ 大工町公園

■ Park+Floor (LATOV 2F)

■ Park+ 平中央公園 ■ いわき七夕祭りとの連動

■ いわき街なかコンサートとの連動 ■ イルミエールいわきとの連動

■ Park+ いわき駅南口駅前広場 ■ レンタルキッチンカー Park+Diner



4

プロジェクト Projects : Coordination

地域実践型インターンシップ
　「地域実践型インターンシップ」は、企業・団体が抱えている経営課題に対し、学
生と経営者が協働して解決に取り組む実践型のインターンシッププログラムです。
　２０２２年度は双葉郡にて３回のインターンをコーディネートしました。大熊
町と楢葉町で開催した２０２２年夏期には１１名、広野町での２０２２年秋短期に
は８名、同じく広野町での２０２３年春期には１０名の学生が参加しました。
　オンラインと現地での活動を組み合わせたハイブリッド型での開催となりまし
たが、インターン終了後は、参加学生の多くが町や受け入れ企業・団体と今後も
何かしらの関係を続けたいという感想を持つ結果となり、開催地域の関係・交流
人口の創出につながる取り組みとなりました。また、受け入れ企業からは、学生
を受け入れたことにより、社員のモチベーションや仕事への意識にプラスの効果
があったという評価をいただきました。 
【受け入れ企業】株式会社バトン／株式会社 Will Ark ／一般社団法人ならはみらい／一般財団法人楢葉町振興公社／南双サービス株式会社／株式
会社大和田測量設計／株式会社フタバ・ライフサポート／株式会社新妻有機農園

いわきチャレンジライフ 
　福島県が主催し、タタキアゲジャパンがコーディネートする「いわきチャレン
ジライフ」。仕事体験やアクティビティ、地域との交流を通して「いわきで暮らす」
体験をしてもらい、移住を推進します。
　２０２２年度は、市内各地区１２名の地域ディレクターが、自身の仕事や得意分
野と掛け合わせた個性豊かな１２のプログラムを組みました。「港町ライフスタイ
ル体験（小名浜地区）」や「地元の食と自然を楽しむキャンプ体験（三和地区）」など、
いわきの自然や食、その土地ならではの体験
が組み込まれたプログラムに対し、全国から
４３名が参加し、ガイドブックには載ってい
ないいわきの魅力を体感しました。

プロ人材コーディネート
　２０２２年度は、公益社団法人福島相双復興推進機構主催「フクシマックス (FUKUSHIMAX)」の一環で、
２つのプロジェクトの地域コーディネーターと起業メンターを担当しました。
　「フクシマックス 」とは、福島県１２市町村内の企業に都市部の副業人材をマッチングし、地元企業の地域・
社会課題解決プロジェクトの立ち上げに「副業」で参画しながら、将来的に福島県内での起業を目指す実践型プ
ログラムです。経営者と共に経営課題を考え、課題に適したプロフェッショナル人材をマッチング。プロジェク
トの伴走支援をしながら、課題解決に取り組みました。

【プロジェクト】
・一般社団法人ふるさとと心を守る友の会「動物が人やその他自然（地球含む）と生き生きと共栄できるエコ暮らしのモデルを築きたい」
・株式会社鳥藤本店「年間2万食売れている福島県浜通りの名物「浜鶏ラーメン」を年間10万食売れちゃう「NEO浜鶏ラーメン」に進化させっぺ !」

コーディネート
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　２０２２年７月に、２年ぶりに対面でのフリーオー
プンデーを再開しました。９、１０月は、新たな取り
組みとして、テーマを決めて話し合える場と時間を
設けました。初回のテーマは「まちづくり」。いわ
き市職員の皆さんをはじめ、いわきの「まちづくり」
について興味がある
という方々がお越し
くださり、有意義な
意見を交わすことが
できました。 

プロジェクト Projects : Place making

浜魂
　浜魂は、浜通りで本気でアクションする人を地域のみんなで応援する、全員参加型のプレゼン & ブレストイベン
トです。２０２２年度は、地域おこし協力隊とふくしま創生塾とのコラボレーションで２回の浜魂を開催しました。

● 第32回 浜魂 ×ふくしま創生塾（2023年 1月 21日開催）
　福島のこれからを担うリーダーや起業家を増やすことを目指して開講する「ふ
くしま創生塾」とのコラボ企画。いわきでアクションを起こそうとしている 4 名
の塾生が登壇し、移住、幼児教室、野菜を使ったコスメ、女性の健康問題など事業テー
マへの想いをプレゼンしました。それぞれが抱えている課題を会場に投げかけ、
より良い構想にブラッシュアップするため、参加者皆のアイデアで応援しました。

● 第31回 浜魂 ×地域おこし協力隊（2022年 4月 23日開催）
　地域を盛り上げる「地域おこし協力隊」とのコラボ企画。いわきで活躍中の地
域おこし協力隊の 3名が登壇し、熱意あるプレゼンを繰り広げました。その後は、
参加者も交えたブレインストーミング。最後に登壇者一人ひとりが、採用したア
イデアとはじめの一歩を発表しました。終了後は、平中央公園で同時開催された
パークプラスにてオープンエアな交流会を開催しました。

いわき若者会議
　いわき市が主催し、タタキアゲジャパンが学生メンバーと共に運営する
「いわき若者会議」。２０２２年度は２回のイベントを実施しました。
　２０２２年１０月２９日に東京・渋谷で開催したキックオフイベント、「市
長と考える地方に必要な若者のチカラ！」には、内田広之市長をお招きし
ました。いわき出身や、いわきに関心がある学生・社会人１８名が参加し、
産業、まちづくり、医療、観光など多岐にわたるテーマで市長と意見交換
を行いました。
　さらに、２０２３年３月１８日には、いわき若者会議「ふらっとさんかして、
まるっといわき」を東京・品川にて３年ぶりにリアル開催し、学生・社会
人３２名が参加しました。いわきで多種多様なキャリアを築いている魅力的
なプレイヤー８名をゲストに選出し、仕事やプライベートについてお話い
ただきました。イベント終了後のアンケートからは、参加者がいわきとの
多様な関わり方を知り、いわきでの生活を具体的にイメージできたことが
うかがえました。

TATAKIAGE BASE
フリーオープンデー 　２０２２年２月２３日に TATAKIAGE 

BASE にて会員向けの「忘年度会」を開催
しました。久しぶりにリアルで集まるとい
うことで、当日は運営の予想を超える人数
の参加者でした。以前から関わりがあった
方も、はじめましての方も、年代も職業も
さまざまな皆さんがコーヒーを飲みながら
お喋りして交
流できる有意
義な時間とな
りました。

忘年度会

場づくり
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正会員 /賛助会員費。
3,500,000 円は借入をしていた東北基金の運営終了に伴い計上。
コワーキングスペースの利用料、前期未収金の着金、など。

業務委託費、消耗品費、会場使用料、支払手数料、広告宣伝費など。

役員報酬、賞与 (計画外のセミナー事業に対する報酬 )
通信費、水道光熱費、減価償却費など。

NPO法人TATAKIAGE Japan 2022年度財務会計報告 Financial Statements

TATAKIAGE Japan 2023年度計画 2023 Plan

受取会費
科　目 金　額　(単位：円 )

受取寄付金

その他収益
経常収益計

事業収益

189,000
3,550,000

87
5,437,217

1,698,130

　２０２３年度は、「人と地域を育てる」をミッションに、コミュニティ運営を強化します。会員の活動をお
互いに支え合う仕組みを構築するほか、会員の新たな活動の後押しとして、フィールドリサーチの機会など
も提供します。また、首都圏でいわきに関心のあるプレイヤーを発掘し、新たな在京いわきコミュニティの
形成を進めていきます。
　さらに、一般社団法人 TATAKIAGE  Japan が運営するアリオスのコミュニティカフェ（２０２３年７月に
グランドオープン予定）と共同でのイベントを実施し、会員の活動支援をさらに充実させます。

経常費用計
当期経常増減額

税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

科　目 金　額

380,896
380,896

0

1,495,731
2,255,731

760,000

2,636,627
2,800,590

雑損失 0
2,800,590
72,012

2,728,578
△650,382
2,078,196

経 

常 

収 

益
事業費 人件費

事業費計
その他経費

管理費 人件費

管理費計
その他経費

経 

常 

費 

用

資 

産 

の 

部

485,124
0

2,119,593流動資産 現金・預金

その他流動資産
2,604,717流動資産合計

売上債権 (未収金 )

5,000
5,006

6

2,609,723資産の部合計

固定資産 有形固定資産

固定資産合計
投資その他の資産

科　目 金　額

負 

債 

の 

部

1,837
306

457,384流動資産 未払費用

従業員預り金
72,000未払法人税・未払消費税等
531,527流動負債合計

預り金

2,728,578
△650,382前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

0
0

531,527負債の部合計

2,078,196正味財産合計
2,609723負債及び正味財産合計

固定負債
固定負債合計

正味財産
の部

活動計画 自 令和 ４年 4 月 1 日 至 令和 ５年 3 月 31日

賃借対照表 令和５年 3月 31日 現在

NPO法人TATAKIAGE Japan 2022年度報告 2022 Report

　２０２２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止に配慮しながら、リアルでの活動の場を増やすと共に、
コワーキングスペース「TATAKIAGE BESE」でのフリーオープンデーの再開、会員向け忘年度会の開催など、
コワーキングスペースを活用した取り組みも強化しました。
　さらに、タタキアゲジャパンの各事業に会員が横断して関われる機会を増やし、新たな支援メニューを開発・
提供することで、コミュニティ機能の充実を図りました。
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　内田市長が市内の団体と対話する時間としてス
タートした新企画「市長と語ろう、いわきライフ」（主
催：いわき市）。その初回にタタキアゲジャパンが
選ばれました。２０２２年８月２日にコワーキング
スペース「TATAKIAGE BASE」にご来訪いただき、
これまでの活動や今後の展開についてお話しさせて
いただきました。
　U・I・Jターンを経験したメンバーによって理事が
構成されているタタキアゲジャパンの強みを活か
し、今の若い世代がどのようなことを求めているの
か、どのようにまちづくりに参画していくのかなど
をお話させていただく時間となりました。
　1 時間という限られた時間でしたが、市長として
今後挑戦されたいことやタタキアゲジャパンの強み
を話し合う中で、お互いの今後の展望が見えるよう
な時間となりました。

会員・連携先の声 Voices for TATAKIAGE Japan

　すえつぎ CAFE は、タタキアゲジャパンのレン
タルキッチンカーからはじまりました。そこでの貴
重な体験は、自分たちのキッチンカーの設計にも大
変役立ちました。大阪から移住して土地勘もなく、
出店場所についての情報や知識がない状態でした
が、平中央公園や大工町公園へ出店でき大変助かり
ました。Park＋のイベントは、いつも会場に集まっ
た方々が心地よく過ごせるような環境づくりを丁寧
になさっていて、とても心地よい場所でした。さら
に、いわきチャレンジライフへの参加を通して、地
域で活躍されている方々とも沢山知り合うことがで
きました。これからもいわきにタタキアゲジャパン
旋風を巻き起こしてください。

すえつぎCAFE
オーナー　

岡森 綾子 さん

　障がいを持つ方がデザインしたグッズを作り、初
めてイベント出店したのが２０２１年２月の Park+
のイベント ( 平・大工町公園 ) でした。初めてのこ
とでよく分からないままグッズを並べていたのです
が、多くの方に興味を持っていただき、そこで偶然
再会できた方とまた縁が生まれて今も続いていたり
します。グッズも売れて障がいのメンバーにもいい
報告ができたのもいい思い出です。そのほか、タタ
キアゲジャパンのイベントに参加し、様々な方と繋
がる機会をいただきました。これからも地域で活躍
する方々を繋いで、地域活動を盛り上げる存在で
あってほしいと願っています。

はなのころ代表
ATARiME代表

西山 将弘 さん

NEWS NEWS

　２０２２年４月２５日に、写真家・熊田 誠さん（賛
助会員）よりご寄付をいただきました。
　熊田さんは東京バレエ団に所属した元バレエダン
サーで、現在はいわき市内で会社員をする傍ら、写
真家としてもご活躍されています。
　タタキアゲジャパンには写真家として活動をはじ
める以前から関わっていただき、活動理念に深く共
感して「今後も活動に期待したい」と、初写真集「霞
が晴れたら」の売上５万円を寄付として寄せてくだ
さいました。
　いただいたご寄付につきましては、タタキアゲ
ジャパンの取り組みに有効に活用させていただきま
す。ありがとうございました。

ご寄付のご報告 Donation Report

小野寺孝晃、松本丈、小山いずみ、湯淺瑞樹、菅波香織、小柳正和、山中啓稔、熊谷正範、有限会社クルー
ズプランニング、i-step 株式会社（藤井秀徳）

織内竜生、吉田みきと、野木ちさと、橋本栄子、鈴木直人、滝口洋子、山根麻衣子、坂本雅彦、曽我泉美、里見奈美江、熊田誠、
木幡仁一、植松謙、八谷俊雄、吉川彰浩、坂上英和、中野修三、エコ・スキーム株式会社（長浜靖明）、佐藤博、飯田能理子、
アケハナ株式会社（加藤郁生）、伊藤ゆきえ、松木富士雄、平子善一、飯田教郎、小野夏伊、一般社団法人ふるさとと
心を守る友の会（谷咲月）、永井久美、粟野里恵、株式会社 47PLANNING、山野辺みゆき、草野良輔、奥村紗也子、
株式会社鳥藤本店（藤田大）、西山直一、吉田怜央、武田悦江、フェルナンドダナンジ、馬場大治、村木明日香、諸橋智美、
渡部裕佳、江尻俊章、株式会社バトン（林義仁）、結城直紀、西山貴志、和田幹之、佐藤亮平、佐藤敬人、鵜澤丈生、
一般社団法人福島frogs（菅原広豊）、株式会社マネーラボラトリー仙台（鈴木元貴）、道脇紗知、金成貴生、長谷川秀宣
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タタキアゲジャパンの活動へのご理解、ご支援に、深く感謝申し上げます。

Members
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